
 

 

会 議 記 録 簿 

件 名 令和４年度第２回恵庭市生涯学習推進協議会 

日 時 令和５年２月８日(木) １４：００～１５：４５ 会 場 市民会館(第 2会議室) 

出席者 

生涯学習推進協議会委員 

松田会長、太田副会長、市橋、小玉、髙橋、結城、野藤 

村本、宮崎、大嶋(昭)、岡、平井、茶園 

市教委 

岩渕教育長、竹内部長、大嶋次長 

＜社会教育課＞黒氏課長、桑原主査、中村、大谷 

人 数 

委員  １３名 

市教委  ７名 

計   ２０名 

概                   要 

１．開 会 

２．挨 拶 

  恵庭市生涯学習推進協議会 会 長 松田 一則 

  恵庭市教育委員会     教育長 岩渕 隆 

３．【議題】 

（１）【協議事項】令和４年度「かってに表彰」推薦団体・個人について 

～事務局より説明～ 

委員：異議なし 

（２）【意見交換】第５期恵庭市生涯学習基本計画 令和４年度委員評価について 

  ～事務局より説明～ 

  ～各委員による意見交換～ 

  ～各グループ発表～ 

 

 〈チーム１〉市橋、村本、結城、太田、野藤 

  ・食の体験ランド 

   →ふるさと教育の一環として、市街地の近くに農地があることを認識、多くの人材の繋がりによ

り実施している。調理室のキャパシティにより募集人数が少ないので、文教大附付属高校と協

力し、高校の調理室の活用も考えてみてはどうか。 

素晴らしい取り組みだが、時期的にテーマ野菜以外の野菜が収穫を終え、畑にある野菜が少な

いのが少し残念だった。 

  ・介護支援ボランティアポイント事業 

     →高齢者ボランティアが老人会に頼らず自主的に活動している。高齢者の交通手段がないと参加が

難しいことが残念。お土産がつくと参加者も増えるのでは。話す機会、知り合いが増えるのが

良い点。 

  ・えにわん産業祭 

   →地元の人の活躍を知ることができた。市外の人を対象にしているのか、子ども達に向けたもの

なのか、恵庭の産業を誰に知ってもらうのかが不明確部分があった。 

  ・朝読・家読事業 

   →朝読(若草小の場合)は１０分間の時間内に自分で好きな本を選んで読書を行っており、素晴ら

しい取り組み。家読は停滞気味なため対策が必要。 

  ・交流都市芸術祭 

   →開催日が２月になったため評価はできない。昨年は、コロナ禍によりホームページ上で写真を

公開し、市民課のモニターでも表示していたが、一般の人が見る機会を増やしても良いと思っ

た。別事業で１２月に藤枝市との連携事業で呈茶会が行われ、楽しく参加できた。 



 

  ・食育推進事業 

   (６月、１２月に行われた北海道文教大学付属高校の校長先生による講演会について) 

   →開催時間（18：00～19：30）が、保護者は塾などの送り迎えなどがある時間帯で参加しづらか

ったようなので、対象にあった開催時間を検討してはどうか。 

食育パネルは小中学校に貸し出し、展示し児童・生徒にも知って欲しい。 

 

 〈チーム２〉小玉、宮崎、松田、岡、平井 

  ・工作体験教室 

   →利用人数が少ない。良い場所なのだが遠いのでは。準備がしっかりしていて、マンツーマンで

教えてもらえる安心感もあって、取り組み自体はしっかりしていて素晴らしい。参加者が楽し

そうで満足度は高い。 

  ・コミスクかふぇ 

→回数を重ねるごとに参加者が減っているのが課題。内容がまちづくりよりになってきているの

で、学校をどのようにしていくのかについても考えて欲しい。学校側の負担が増えないように

話し合いたい。多様な話が聞きたい。 

  ・図書館開館24時事業 

   →内容が盛りだくさんで素晴らしい。参加者が多く多様な年齢で、父親の参加やボランティアも

増えてきていて、良い方向へ向かっていると思う。手話も取り入れている。 

  ・恵庭分館の一部無人開館 

   →コロナで接触が控えられる中、人と会わないで、手のひら認証で手ぶらで本を借りられるのが

良い。ロッカーを活用し貸し借りされており、今まで以上に利用者が増えるのではないか。 

  ・えにわ芸術文化宅配事業 

   →会員の高齢化で負担がかかっている。作家と市民の交流もあれば興味や意識を高められるので

はないか。 

  ・えにわ市民文化祭 

   →会員の高齢化が心配。見るだけでなく、体験もできたのがよかった。自分でやってみたいと思

っても、どこでやって誰に言えばよいのか分からないので、今後若い世代につなげるためにそ

のような情報があったら良い。 

 

 〈チーム3〉高橋、大嶋(昭)、茶園 

  ・家庭教育支援事業 

   →ままっぷ、参加者も多く良かった。 

  ・長寿大学 

   →人生１００年時代の中で、高齢者に学習機会を提供し、参加者も減っていない。 

参加者が一生懸命勉強していて良い。 

  ・ふるさと散歩見学会 

   →資料館とボランティアが連携して実施されており良い体制だった。何十年と住んでいても知ら

ないことを知ることができた。もう少しPRした方が良いのでは。 

  ・歩くことを通したまちづくり事業 

   →スポーツフェスティバルについては、コロナ禍で規模縮小し参加者が少なくなった。来年から

は人を集めて大々的にできると良い。 

 

４．その他 

   ・第4回コミスクかふぇ案内  ・交流都市芸術祭案内 

   ・第3回恵庭市生涯学習推進協議会 3月13日(月) 14：00～ 予定 

５．閉会 
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